
平成２５年度 第１回 櫛引地域審議会 
  

             日 時  平成２５年５月３０日(木) 

                   午後１時３０分開会 
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・冊子[広報つるおか予算特集号]、 1 資料２1  

        

（２） 地区担当職員制度について 

           ・ 1 資料３１ 

                            

６ 協  議 
  

（１）平成２５年度の地域審議会の進め方について 
 

     ・1 資料４１ 1 資料５１ 1 資料６１ 
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【 第 1 回櫛引地域審議会 配布資料一覧 】        平成 25 年 5 月 30 日 

 

【事前配布資料】 

 

・会議次第  A４縦１枚  

 

・〔資料〕：広報つるおか予算特集号 

 

・平成 24 年度第５回櫛引地域審議会会議録 

 

・資料２ ： 平成２５年度櫛引庁舎主要事業調書 

 

・資料３ ： 地区担当職員制度について 

 

・資料４ ： 平成２５年度櫛引地域審議会の進め方 

 

・資料５ ： 協議テーマに係る 24 年度の発言等の中間的整理 

 

 

【当日配布資料】 

 

・会議次第 出席者名簿付 
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  ・資料１ ：平成２５年度 予算の概要及び主な事業の概要…説明なし 

 

  ・〔冊子資料〕：鶴岡市総合計画実施計画（平成 25 年度から平成 27 年度）…説明なし 

 

・資料６ ： 櫛引地域・地域振興ビジョン（要約版） 

 

  ・チラシ資料 ：櫛引庁舎婚活イベントチラシ  ときめきタイム ～恋のさくらんぼ～ 

 

 ・チラシ資料 ：黒川能面装束図譜刊行予告チラシ 
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        平成２５年度櫛引庁舎主要事業調書   250530 地域審議会 

１.平成２５年度主要投資事業                           

 事 業 名 事 業 概 要 予算額（千円） 

 

消

防

本

部 

消防軽積載車更新 ２台（西片屋３班・椿出）  

1 台（常盤木） 
8,700 

小型ポンプ更新 

消防ポンプ庫改築 1 棟（東南） 

１基（馬渡） 
4,700 

ホース乾燥塔 

耐震性貯水槽 １基（上の山） 

（Ｈ２４繰越でＨ２５実施） 
（7,650） 

小    計 
 

※数字の（ ）はＨ２４繰越でＨ２５実施分 

２１，０５０ 

（内繰越分 7,650） 

 

産

業 

課 

 

 

 

園芸作物種苗導入支援

事業（市単） 

予算事業名：特産物生産推進支援事業 

園芸作物種苗導入支援事業補助金 

（市全体予算 4,500 千円） 

うち果樹の苗木導入への補助 1,200 千円 

1,200 

ふるさとむら宝谷施設整

備工事等 

研修室冷房設備設置、風除室設置工事等 

 

 

    2,055 

くしびき温泉ゆーTown

施設修繕 

痛みが激しい脱衣所の床の更新等 
2,500 

たらのきだいスキー場 

安全対策工事 

索道施設（第１ペアリフト）について、整備基

準に定められている耐用基準に基づき、安

全対策として「ユニバーサルジョイント（モー

ターと減速機の接続装置）」を交換 

519 

小   計  ６，２７４ 

 

南

部

建

設

事

務

室 

 

 

 

 

 

 

 

道路公共事業（社会資

本整備総合交付金） 

 

防雪柵整備(社会資本整

備総合交付金） 

庄南５号線道路改良【新規】 

全体延長 L=２８０ｍ H25は調査・設計のみ 

小在家大杉線表層改良 【継続】 

Ｈ２５年度施工延長 L=４１５ｍ 

上山添下山添線防雪柵整備 【継続】 

全体延長Ｌ＝７４０ｍ 

（Ｈ２４繰越でＨ２５実施L=４２０ｍ）(残200m) 

18,200 

（65,000） 

道路新設改良事業(辺地

対策事業) 

道路新設改良事業 

山の外小文地楯線道路改良【継続】 

全体延長Ｌ＝１，０５０ｍ 

Ｈ２５年度施工延長 L=１６０ｍ 

舗装改良１路線 道路改良 2路線 側溝整

備４路線 

49,195 

道路維持事業 舗装補修・橋梁補修・交通安全施設整備 3,300 

河川維持事業 

 

集落内排水路整備 
800 

資料 ２ 
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除雪対策事業 除雪機械の購入 2 台 
41,031 

櫛引総合運動公園便益

施設等改良事業 

運動公園トイレ全面改良 １箇所 

遊具等修繕 １式 

相模沢川 Ｌ＝10ｍ 

(31,000) 

3,700 
公共災害復旧工事 

小   計 
 

※数字の（ ）はＨ２４年度繰越でＨ２５実施分 

２１２，２２６ 

（内繰越分 96,000） 

公 

民 

館 

館 

櫛引公民館改修工事 冷温水熱源設備交換等 14,273 

小   計 
 

１４，２７３ 

合    計  
 

※数字の（ ）はＨ２４年度繰越でＨ２５実施分 

２５３，８２３ 

(内繰越分 103,650) 

 

２.平成２５年度主要ソフト事業 

事 業 名 事 業 概 要 

（地域活性化事業） 

黒川能保存伝承支援事

業 

地域振興ビジョンの推進 

 【総務企画課】 

地域振興プロジェクトの一つである黒川能の里整備事業の一環。演

能を支える能座員が減少傾向にあること、また、少子化による後継者

育成が課題となっていることから、黒川能に造詣が深い方を講師に迎

え研究会を開催し、能を通じての人的交流を進めながら地域の活性化

を図るとともに、能座員の保存伝承に対する機運の醸成を図る。 

                予算額/407 千円 

（地域活性化事業） 

黒川能図録集作成事業 

地域振興ビジョンの推進 

【総務企画課】 

国指定重要民俗文化財『黒川能』が、５５０年以上も神事能として地

元黒川地域の農民の人々によって連綿と受け継がれて今日に至って

いる。昭和３０年８月１日には春日神社及び両座所有の装束４領と、昭

和３１年５月 11 日に両座所有の装束１７領が県指定有形文化財（工芸

品）に指定されたもので、江戸前期から後期までの様式持っている。 

その後昭和６０年６月には国指定重要文化財（工芸品）に指定され

た能装束は、何れも室町時代の様式を持っており、上座所有の装束２

領と下座所有の装束１領が指定され、歴代の酒井藩主より拝領された

装束も数多いことから、先人達が幾世代にも渡って引き継いできた極

めて貴重な文化遺産であり、今後も後世に引き継いで行くべき市民の

共有財産である。しかしながら現在まで一冊に集約した図録の発刊

は、昭和５４年２月に黒川能面図録が民間により発刊されているもの

の、能装束の図録は発刊されてないことから、当該事業により、地域

内外への情報の発信と併せ、後世に記録資料として保存する。 

                              予算額/600 千円 
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(地域活性化事業) 

都市農村交流・農産物

販路拡大等支援事業 

地域振興ビジョンの推進 

【産業課】 

ＪＡ庄内たがわ櫛引青年部が、横浜市立青木小学校の修学旅行受

け入れや鎌倉女子大学との交流、神奈川区民祭への参加などを通じ

て培ってきた、都市住民に農業・食料の大切さを知ってもらう活動を踏

まえ、『交流と繋がり』を起点とした地域農産物の販売拠点の開拓に向

けた取り組みを支援する。特に米の新品種「つや姫」を含め、年間を通

じた多種類・多品種のフルーツの生産など櫛引地域の特長を生かした

販路の拡大を促進する。 

予算額/補助金２２０千円（４分の１補助） 

(地域活性化事業)    

くしびき夏のイベント推

進事業 

地域のイベント魅力アップ 

【産業課】 

  

 

第 30 回の節目を迎える「水焔の能」の特別企画として、黒川能とゆ

かりがある団体（酒田市の「松山能」など）との交流出演を企画し、県

内外からの更なる誘客と伝統芸能の保存継承に資する事業とする。 

また、「水焔の能」の特設会場（水上野外ステージ・観覧席等）を活

用する形で、「第 3回くしびき夏まつり」を開催する。地域全体の活性化

を図る観点から農業・商工・観光団体が連携して実行委員会を組織

し、伝統文化の交流や地域特産物の展示販売等を通して櫛引地域の

魅力を高めるとともに、交流の拡大と地域の活性化と一体感の醸成を

推進する。 

【内容】 

（1）くしびき夏まつり 2013  

・日  時：平成 25年 7 月 26 日(金)17 時開開（予定）   

・場  所：鶴岡市櫛引総合運動公園野外ステージ 

○ ステージ発表部門 

 櫛引地域と櫛引地域以外から伝統芸能団体の出演を予定 

○ にぎわい交流部門 

商工業者等による展示販売、農業団体等による地域特産物の

紹介販売、観光情報の提供、連帯意識を高めるイベントの開催 

予算額/補助金 400 千円 

（2）第 30 回黒川能野外能楽「水焔の能」（特別出演部門）  

・日  時：平成 25年 7 月 27 日(土) 16 時 30 分頃開場（予定）   

・場  所：鶴岡市櫛引総合運動公園野外ステージ 

○  黒川能とゆかりがある団体（酒田市の「松山能」）による演能  

予算額/250 千円 

 

(地域活性化事業) 

「フルーツの里」ブランド

化支援事業 

地域振興ビジョンの推進 

【産業課】 

果樹多品目栽培の地域特性を最大限生かしつつ、果樹生産者（観

光果樹園・直売所）や観光施設が連携し推進協議会を設置しており、

産直施設に観光果樹園紹介所を設置しながら情報提供や誘客、案

内、受入れ態勢の構築を進めることにより、多くの来訪者が利用しや

すい観光果樹園の形成とネットワーク化を促進する。 

また、生産者の高齢化と担い手確保に向けた具体的な取り組みとし

て、青年生産者を核として「フルーツの里研究会」を組織し、生産地の

現状や生産作業の受委託、樹園地の受委託、後継者対策などを推進

する。 

予算額／補助金 450千円 
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婚活支援事業 

地域のイベント魅力アップ 

【総務課企画課】 

平成 22年度地域課題調査からの継続事業として実施するもので、結

婚適齢期にある若者の未婚化・晩婚化を抑制するため、男女の出会

いの場を創出するイベント及びセミナーを開催するもので市全体での

取り組みを強化。 

・櫛引庁舎主管の婚活セミナー（6/21）イベントの開催（6/30） 

・地域団体が開催するイベントの支援 (松根塾・まちづくり塾・あぐり) 

※市全体予算額/2,512 千円 

黒川能保存会への運営

支援【総務企画課】 

これまで事務局を行政が担ってきた黒川能保存会が、25年度より財

団法人黒川能保存伝承事業振興会と統合し、新公益法人を立上げる

こととなった。 

新法人を軌道に乗せ、民間主導による保存伝承事業を推し進める

ため当面行政支援の強化を行うこととし、貴重な文化遺産である黒川

能の装束や能面等写真資料をデータベース化し記録保存するなどの

伝承事業の推進や、地域資源である黒川能を活用した地域活性化を

図ることを目的として、組織運営に対する補助を行う。 

予算額/５，４７４千円 

生涯学習振興事業関連 

上山添集落史編纂 

【総務企画課】 

櫛引地域では、昭和５１年の中田地区発足１００周年記念事業の一

つとして『中田部落史』が発刊されたことをきっかけに他の地区でも機

運が高まり、集落史発行に向けて取り組んできた。 

 旧櫛引町では、町史の基礎資料ともなる大切な事業であるととも

に、地域について学習する生涯学習として推奨してきた結果、２１地区

の内、既に 17 地区において編纂が完了している（内２集落については

合同）。 上山添地区では、平成１７年頃から資料の収集等に取り組

み、平成２６年２月末を目処に発行予定であることから交付要綱による

補助を行う。 

予算額/１００千円 

いきいき健康クラブ事業 

（継続・介護特会） 

【市民福祉課】 

・高齢者の健康づくり、交流や趣味活動などの生きがいづくり、仲間づ

くりなどの介護予防につながる活動を行っている各地区の「いきいき健

康クラブ」を支援するとともに、全体交流会を開催する。 

・２４年度は１４地区で実施、登録人数７５６名。平成２５年度も引き続

き実施する。 

                                予算額/７５０千円 

＜市単独雇用創出事業

＞温泉活用健康増進・

介護予防等推進事業 

【産業課】 

 

温泉を活用し、高齢者の生きがい創出・健康増進・介護予防を目的

に、元気な高齢者を対象とした無料送迎、スポーツクラや保健師、栄

養士等を講師に健康づくり活動を実施する。 

■くしびきふるさと振興公社に委託 

予算額/3,542 千円 
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<有害鳥獣関連> 

市及び「鶴岡市鳥獣被害

防止対策協議会」関係

事業 

【産業課】 

 

 

●有害鳥獣被害等巡回調査業務 

「鶴岡市鳥獣被害防止計画」に基づき、野生鳥獣による農林水産物

の被害防止対策として、主にサルを対象にした巡回等の業務を実施す

る。 

・実施期間 平成 25 年 6月～10 月(予定) 

・実施内容  ①流動域・生息範囲調査(檻の設置及び監視(巡回)) 

          ②鳥獣被害確認・対応 

          ③被害多発地帯の巡回 

・実施区域  ①櫛引地域・鶴岡南部(黄金)地域 

②朝日地域(朝日・大泉)及び温海地域 

③鶴岡(田川、湯田川、大泉、上郷地域) 

常時 2名体制での巡回 （③は巡回エリア拡大予定） 

●サル追払い用花火の配布 

●電気柵・侵入防止柵・爆音機等の購入経費補助 

 

 



地区担当職員制度 №１ 
 「鶴岡市地域コミュニティ基本方針」では、行政による主要な取り組みの一つとして、地区担当職員制度が位置づけされま
した。地区担当職員は、住民の方々とのパートナーシップを構築しながら、行政とのパイプ役となり、地域の各事情に即した
情報提供や住民主体の地域づくりを支援します。 

[ 目指す姿 ] 
・住民と市の信頼関係の構築 

・地域課題の把握、解決 

・地域コミュニティの活性化 

・住民主体の地域づくり 

[ 背 景 ]  
・人口減少、高齢化等による担い手減少 
・住民の話し合いの機会の減少により課題が
共有されない 
・歴史、文化等の違いによる地域コミュニティ
の多様性 
・職員の地域の実態把握の必要性 
         

 

[ 役割と業務内容 ] 
本来の業務のほかに業務として次の支援を行

います。 
・地域と行政との連絡調整、相談業務 

・情報提供及び支援 

・課題の把握、共有、解決に向けた話し合い 
 

地域住民 

 

 

21地区自治組織（代表者） 
 

 

～地域と行政のパイプ役～ 

地 区 担 当 職 員 
班長(管理職) 

班員(一般職) 
※職員数は１地区の３～４名 

［制度のイメージ］ 

相談・要望 解決・報告 

地域の意見・要望・話し合い 話し合いに参加・情報提供・
地域づくりの助言 

地域庁舎総務企画課 
 

 

庁内関係所管課 

 
総合支援 

情報共有・
連絡・調整 

資料 ３ 



地区担当職員制度  №２ 

【 地区担当職員制度による住民主体の地域づくりへ向けたステップ 】 

【今後のスケジュール】 

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

 

 

班長会議 職員説明会・研修会 

地域コミュニティ組織への説明 

班長会議・検証 

平成２５年 平成２６年 

地区担当職員制スタート 

地域コミュニティ活動への参加 

信頼関係の構築 

活動の活性化への支援 

 

現状の把握・課題の共有 

住民主体の地域づくり （協働の体制づくり） 

ステップ１ 

ステップ２ 

ステップ３ 

 地区の課題に気付き、それを計画的に解決するには、住民と行政が情報を共有し、連携を図りながら地域づくりを進めていく
ことが必要です。地区担当職員は、庁内関係課と連携しながら、住民主体の地域づくりを応援します。 

地域の役員との話し合いや、地域で開催される会合等へ参加したり、懇談会を
開催するなど、地域との関わりを通じて、様々な活動を見聞きします。 

情報交換を行ったり相談ごとを解決しながら連携を深め、地域の実態を把握し
ます。 

広く住民の声を反映するよう、みんなで課題を探り、意見やアイディアを出し合う
ようにし、必要に応じて行政の持っている情報やデータを提供します。 

地域活動の活性化への支援や、行政や様々な団体との連携を図り、課題の解
決に向けた支援を行います。 

 

 

職員研修 
地域別実施計画等の

検討 

ステップ４ 



                                          250530櫛引地域審議会 

平成 25年度 櫛引地域審議会の進め方 

 

  

平成 25 年度については、櫛引地域の主要事業や鶴岡市総合計画(後期計画)・櫛引地

域振興計画見直し係る意見を伺うとともに、テーマに基づく協議を継続し、25年 12

月を目処に市長への提言書の取りまとめを行います。 

 

平成 25年度 審議会開催のイメージ 

 

年度内に４～５回程度の開催       

 

 

各地域審議会共通 

第２回 審議会 〔８月下旬〕 

○ テーマに基づく協議 

○ 講師を招聘しての研修会 

第３回 審議会 ［１０月上旬］ 

○ テーマに基づく協議 

○ 櫛引地域振興計画(ビジョン)の見直しについて 

第 4 回 審議会 ［１１月下旬］ 

○ 鶴岡市総合計画(後期計画)策定について  

○ 提言書(案)について 

市長へ提言 ［12月中旬］ 

各地域審議会共通 

行財政改革関連や学区

再編等に係る意見を伺

うため、各地域審議会の

開催日程が調整される

場合があります。 

各地域審議会共通 

第１回 審議会 ［５月３０日（木）］ 

○ 会長の選出 

○ 平成 25年度予算及び主な事業の概要について 

○ 平成 25年度櫛引地域審議会の進め方について 

第 5 回 審議会  ［1月中旬］ 

○ 鶴岡市総合計画(後期計画)策定について 

○ 櫛引地域振興計画(ビジョン)について 
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  協議テーマ等に係る 24 年度の発言等の中間的整理    

協議テーマ  －地域活性化に向けた－ ①住民主導の広域コミュニティ推進組織について         250530 地域審議会 

②住民参画型の賑わいの創出について       

各委員の主な意見・発言 今後の議論の方向性 

１  住民主導の広域コミュニティ推進組織について 

 

●少子高齢化は、如実に現実のものとなっており、しっかりと今から対応を

考えていく必要ある。（秋山） 

●櫛引の今の 21 単位自治組織については、再編の必要はないしこのまま継

続していくべき。（多数の委員）→現在の単位自治組織の維持が基本 

 

●櫛引地域 21 集落の自治会活動や自治公民館活動は、大事にしていくべき。 

  →櫛引は、昭和の大合併時 44あった集落を 21 まで集約してきた経過 

●各旧町村では、防災、福祉を含めた地域の拠点づくり(地域活動センター

化)が進められようとしている中で、櫛引は必要ないのか。このことは、

将来に影響を及ぼす大事なことではないか。(佐) 

●地域活動センター化については、櫛引・温海は別に考えるとなっているが、

広域コミュニティ組織を作っていく場合、いつまで作っていくかというタ

イムスケジュールがないと進まないのではないか。 

●地域活動拠点の一つとして、櫛引の場合は現在の櫛引公民館が想定される

が、昭和 55 年に建設した建物で施設の老朽化もあることから、耐震補強

も含めた改修の計画をしていくことも大切でないか。 

●地域活動センター化と、これまでの教育委員会サイドの社会教育施策の展

開との関係がどうもわかりにくい。 

●鶴岡市全体から櫛引を見ないと、実は櫛引地域のこともなかなか見えてこ

 

・住民主体の地域づくりを進める「地域

コミュニティ基本方針」に対する理解

が徐々に深まってはいるが、櫛引にあ

っては広域コミュニティ組織が新しい

ものであるため、更に議論を深めつつ、

作っていく方向での議論。 

 

・広域的コミュニティ組織が、単位自治

組織や自治公民館の支援を行う場合、

具体的にどういった支援が良いのかと

いう議論。 

 

・他の地域で進めようとする地域活動セ

ンター化と、社会教育施設としての櫛

引公民館の存続が、今後も併存してい

けるのか。(地域によって有利・不利が

でてこないか) 
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ないという心配はないか。（今野） 

●中山間集落では、人数も少ないが若者が仕事等で忙しくなかなか地域運営

や行事に関わってくれない悩みがある。（森） 

●宝谷地区は、27 戸と少なく地元では頑張ってはいるが、自治公民館として

の役割を果せているか疑問を持っている。（森） 

  →櫛引地域内でも集落毎に、自治公民館活動の内容はそれぞれ異なる。 

●伝統文化など小集落で守るべき財産多いが、それを守っていかなければな

らないという使命感が、コミュニティの求心力になる。(松浦) 

●櫛引公民館の人的配置を見ると、正規の職員が減ってきているが、この姿

が広域コミュニティの姿になるのかと感じている。（成田） 

●櫛引に当てはまる広域コミュニティ組織は、中学校区を単位とした広域コ

ミュニティが現実的なのではないか。（成田） 

●くしびき夏まつりの実行委員会が、各組織の代表で構成され実施されたが

大変良いことであり、地域の活性化のためにそういった組織を作っていけ

たら効果的でないか。（今野慎） 

●職員地区担当制度の導入について、職員によっては我々地域の課題を捉え

きれない面もでてくるのではないか。（成田） 

●自治組織への補助金の総合交付金化にあっては、低位平準化の方向になら

ないよう慎重に行う必要がある。（成田） 

●行政組織の機能強化に向けた今年度の職員配置の重点化については、住民

からは強化とは映らないし、むしろ逆のようにも見える。 

 

 

 

・櫛引地域は、広域コミュニティ組織を

直ちに作るスケジュールではないが、

広域のあり方や組織構成を含め、検討

や準備をしておく必要がある。 

→タイムスケジュール持つべき 

 

・櫛引地域では、現在の方向性として、

広域的コミュニティ組織の単位は、小

学校区単位ではなく中学校区単位が良

いとする方向性あり。 

 

・市の職員数については、人口減少や行

財政改革もあり、今後も減少していく

方向にある。 
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２  住民参画型の賑わいの創出について 

 

●櫛引はかつての輝きや求心力が低下してきているのではないか。（会長） 

●地域として、汗をかく事業をやらないと輝きなくなる。（会長） 

●櫛引の運動公園等の体育施設は、合併により利用者が増大し、そういう面

では賑わっているし、求心力が高まっているとも言える。 

●くしびき夏まつりは、せっかく特設の設備でもあるので、更にもう１日位

イベント活用できないか。 

●櫛引の運動公園の河川敷地は、大変環境が良いので若者達の音楽関係の発

表の場としてもう一日は貸すという企画も良いのでは。 

●これから地域活性化のためには、行政側からの提案に単に賛成していくと

いうのではなく、皆で知恵を出し合い、この審議会で色々発想・議論し提

言していくということが大切だ。 

●観光イベント等の開催にあっては、誘客を滞在型にするためにも櫛引だけ

で考えるのではなく鶴岡の他地域との連携も考えていくべき。 

●櫛引は、スポーツ関係頑張って大変な活躍をしているが、その活躍を地域

皆で喜び合う場が合併後になくなってしまった。この皆で喜びあう場が、

地域を元気にするし活気になる。 

●婚活の取組みは良かったし、この審議会でも色んな分野でどうやったら櫛

引の元気を取り戻せるかを企画して欲しい。 

●丸岡城跡の加藤清正公忠廣公に結びつけた観光振興が、この地域の観光発

展に大きな影響を与えることになるし、地域活性化にも大事。(松浦) 

●櫛引地域には、美味しい食材や伝統芸能含め素晴らしい資源が沢山ある

が、それを地域で守っていく方法を見出すこと必要。（齋藤、渡会） 

●賑わい創出には、外部からの誘客も絡め是非櫛引の農産物を売る工夫を。 

 

 

 

・新たに作っていく、広域コミュニティ

推進組織が、具体的に何をしていくの

かと併せ、実施可能な事業アイデアを

出していただく。 

 

・イベント等の開催にあって、地域の団

体・住民が単にお客様としての参加で

なく、運営参画型で進めていく地域の

気運醸成に向けた議論。 
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３ テーマ以外の事項についての主な発言 

●地域経済の活性化と雇用の場の確保の取り組みが大事。（上野） 

●地域審議会には、新市建設計画の進捗状況をチェックする役割があるが、

これについてはどうなっているか。（佐久間、斎藤） 

●市の施設等について、今あるものをより長く使うため修繕等を適切に行っ

ていくべきでないか。（佐久間忠） 

●平均寿命は伸びているが、健康寿命を如何に伸ばすかという取り組みが大

事でないか。（佐久間、今野慎） 

●敬老会参加対象年齢が 75 歳以上になったが、参加率が悪くなっており以

前の 70 歳以上に戻して元気な高齢者の交流の場にはできないか。 

●近年自然災害が常態化しているが、地域の防災対応は大丈夫か。（清和、 

●学校適正配置の取り組みは、地域にあっても最大の改革であり、時代の流

れをわきまえてより良い学校経営を考えていく必要がある。（松浦） 

●空き家対策については、市としてももっと力を入れて欲しい。（佐久間泰） 

●鳥獣被害防止対策については、農作物被害の他に、熊による人的被害もで

ていることから力を入れて取り組んで欲しい。（佐久 

●中山間集落に農業後継者がいないことは大変深刻で、是非儲かる農業につ

ながるような取り組み必要。 

●櫛引地域にあっては、農業を基幹産業と言っている割に、施策や事業とし

て具体的にどう農業振興していくかということが見えてこない。(渡会) 

●農業は、きつい・汚い・危険の 3Ｋとかつて言われたり、今は、後継者不

足、高齢化、荒廃農用地の 3Ｋとも言われるが、観光・感動・希望の 3Ｋ

にできる可能性持っている。櫛引では観光果樹園入園者も伸びている。 

 

・25 年度が振興計画実施計画(10 年間)の中

間年でもあり、市では中間見直しとして

後期計画を策定していくこととなる。 

・併せて、平成 20 年 3 月策定の地域振興計

画(地域振興ビジョン)についても見直し

をしていく。 

 




























